
合志市総合教育会議 資料 
                               平成２９年１２月２７日 
 
ICT教育（学校の ICT環境整備）  ＊ICT（Information and Communication Technology）情報通信技術 

 
国（文部科学省）の動向（ICT関連） 
 （１）第２期教育振興基本計画（H26～H29）「教育の IT化に向けた環境整備４カ年計画」 
   【目標とされている水準】 
    ①教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数３．６人 
     ○コンピュータ教室４０台 
     ○各普通教室１台、特別教室６台 
     ○設置場所を限定しない可動式コンピュータ４０台 
    ②電子黒板・実物投影機の整備（１学級当たり１台） 
    ③超高速インターネット接続率及び無線LAN整備率１００％ 
    ④校務用コンピュータ 教員１人１台 
 
（２）教育の情報化加速化プラン～ICTを活用した「次世代の学校・地域」の創生～ 
                     （平成２８年７月２９日 文部科学大臣決定）  
 平成２８年度から平成３２年度までのおおむね５年間を対象として、２０２０年代に

向けた教育の情報化に対応するための今後の対応方策について示す。 
 ・近年のグローバル化や急速な情報化の進展 → 将来の変化が予測困難な時代 

  ・子ども達  可能性を最大限に発揮  よりよい社会と幸福な人生を自ら作り出す 
         主体的に考える力  他者と協働し新たな価値の創造に挑む 
         新たな問題の発見と解決 
  ・現代社会  身の回り ICTが活用（日々の情報収集、コミュニケーション、生活上

の手続き等） 
                     
   子ども達は ICTを受け身ではなく、手段として積極的に活用していくことが必要 
                     
   ○未来社会を見据えて育成すべき資質・能力を育むための新たな「学び」と 
    それを実現していくための「学びの場」を形成 → ICTを効果的に活用 

 
 （３）第３期教育振興基本計画（H30～H34） ＊審議中 
   【最低限必要とされ、かつ、優先的に整備すべき ICT機器等の考え方】 
    ①大型提示装置（電子黒板等）・実物投影機  普通教室及び特別教室への常設 
    ②教育用コンピュータ  必要な時に「１人１台」を可能にする教育実現 
                ＊３クラスに１クラス分程度の配置が適当 
    ③無線LAN整備（普通教室及び特別教室）、優先LAN（コンピュータ教室） 
    ④充電保管庫  ⑤学習用ツール  ⑥学習用サーバ 
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